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岡山大学埋蔵文化財調査研究センターー
岡山大学の構内には、埋蔵文化財とともに、明治期以降の近代化遺産が多くのこされていま
す。津島地区が旧陸軍第十七師団司令部等の跡地であり、鹿田地区も本学医学部の前身であっ
た旧岡山医科大学の校地であったことを思えば当然のことでありましょう。岡山県教育委員会
が2005(平成17)年に刊行した『岡山県の近代化遺産』には、津島地区・鹿田地区のそれぞれ
でll件、本学関係全体で計22件の近代化遺産があげられております。これらのうち、旧陸軍第
十七師団司令部衛兵所 (現岡山大学情報展示室)と旧岡山医科大学門衛所・正門 (現岡山大学
医学部門衛所・正門)の3施設については、2006(平成18)年12月開催の文化審議会が登録有
形文化財 (建造物)に登録すべきものとして答申したところです。
本埋蔵文化財調査研究センターは、こうした近代化遺産を直接調査・研究業務の対象として
いるわけではありませんが、建造物が崩壊し遺跡となりつつある施設についてはできるだけ現
状を記録しておくこととし、1997(平成9)年度には旧陸軍工兵第十聯隊将校集会所の庭園と
それを取 り囲む土塁の測量調査を実施しました。これに続 くものとして2005(平成17)年度
は、文学部 。法学部・経済学部1号館西方において倒壊 。大破した橋脚が土に埋もれつつある
旧陸軍工兵第十聯隊橋梁演習施設の実測調査をおこないました。本紀要にはその調査報告とと
もに、本学構内と周辺地域における旧陸軍関連施設の現状を概観したレポートをあわせて掲載
しています。
2006(平成18)年秋、本センターが恒例の Fキャンパス発掘成果展』を移築保存された旧陸
軍司令部庁舎 (旧事務局棟)ロビーで開催したところ例年以上の入場者があり、近代化遺産に
たいする市民の関心の深さがうかがわれました。本紀要が本学内外におけるそうした関心にい
くらかでもこたえることができれば幸いであり、積極的な活用をお願いする次第です。
岡山大学埋蔵文化財調査研究センター
センター長 (理事 。事務局長)
副センター長 (大学院社会文化科学研究科教授)
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伊」  口
1 本紀要は、岡山大学埋蔵文化財調査研究センターが岡山大学構内において2005年4月1日から21X16年3月31日ま
でに実施した埋蔵文化財の調査研究成果およびセンターの活動についてまとめたものである。
2.本紀要において報告している津島岡大遺跡は岡山市津島中一丁ロユー 1、 二丁目1-1、三丁目1-1、鹿田遺
跡は岡山市鹿田町二丁目5-1に所在する。
3.本文は、中村大介 野崎貴博 光本順が分担執等し、執筆者名は目次および文末に記した。
4.編集は稲田孝司副センター長の指導のもとに野崎が担当した。
凡  例
1,大学構内の埋蔵文化財の調査にあたっては、平成14(2002)年4月1日より施行された「測量法及び水路業務法
の一部を改正する法律」に基づき、世界測地系を採用し、構内座標を次のように定めている。
1)津島地区では、国土座標第V座標系の座標北を基軸とし、(X=-144,156.4617m、Y=-3 ,246.密96m)
を起点とする構内座標を設定している。構内座標の内部は一辺50mの方格で分割した区画を用いている。
2)鹿田地区では、国土座標第V座標系の座標北 より東 に15°振 り出 した座標軸 を基軸 とし、(X=
-149,4563718m、Y=-37,646.7700m)を起点とする構内座標を設定している。構内座標の内部は一辺5
mの方格による地区割りを用いている。
3)本文中で用いる方位は、津島地区 鹿田地区は国土座標系の座標北を、他は磁北を用いている。
2 岡山大学構内の遺跡名は、周知の遺跡の場合はそのまま名称を踏襲する。三朝地区の発掘調査地点は小宇名をと
り「福呂遺跡」と呼称する。他地区は任意の名称で仮称する。
3.調査名称は、「発掘調査」に分類したものについては、遺跡ごとに調査順に従つて次数番号で呼称し、「試掘・確
認調査」、「立会調査」に分類したものについては、任意の名称を用いる。発掘調査のうち、小規模で確認調査か
ら連続して調査したものは「試掘・確認訓査」に分類する。
4.表に記載した所属部は、原則として各学部の頭文字を略号として用いている。
5.付表2に記載した調査一覧については、掘削深度が中世層以下に達した調査を対象とし、その他については除外
した。未掲載分も含め、すべてのデータは、当センターにおいて管理している。
6.本文などで使用している調査番号は表と一致する。
7.本紀要に掲載の地形図 (付図1)は、岡山市域図を複写したものである。
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